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派
遣��

事
業
総
額
は
概
算
で
七
三
〇
万��

四
千
円
で
す
。
内
訳
は
旅
費
で

い
か
。
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委
員
長
か
ら
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
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大
正
区
は
大
成
功

だ
っ
た
、
当
局
は
ど
の
よ
う
に

総
括
し
て
い
る
の
か
町
長
に

伺
う
。
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こ
れ
は
、
機
会
が

あ
れ
ば
他
の
地
域
で
も
与
那
原

の
大
綱
曳
の
す
ご
さ
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
、
あ
る
い
は
も
っ

と
観
光
資
源
と
し
て
生
か
す
道

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元

で
の
綱
曳
の
あ
り
方
も
も
っ
と

発
想
を
大
き
く
広
げ
て
発
信
し

て
い
く
チ
ャ
ン
ス
、
と
い
う
こ

と
で
非
常
に
有
意
義
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

し
て
は
事
実
確
認
を
し
、
是
正

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
詳
細
は
略
す
）

今
後
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
③
町
財

政
に
及
ぼ
す
影
響
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
、
考
え
て
い
る
か

で
す
が
。
今
後
様
々
な
検
討
を

重
ね
る
段
階
で
財
政
的
な
負
担

等
も
含
め
て
明
ら
か
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
議
員
が
懸
念

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る

の
か
、
ま
た
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
け
ば
よ
い
の
か
な
ど
を
議

論
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
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広
く
南
城
市
を
含

め
、
呼
び
か
け
を
し
な
が
ら
つ

く
っ
て
頂
き
た
い
。
支
線
（
Ｌ

Ｒ
Ｔ
）
は
那
覇
与
那
原
じ
ゃ
な

い
で
す
よ
、
那
覇
佐
敷
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
辺
も
考
え
た
上

で
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

山口 修 議員
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自
主
財
源
を
ど
の

よ
う
に
確
保
し
て

い
く
か
と
い
う
よ

う
な
事
は
一
つ
の

大
き
な
命
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
定
員
管
理
の

適
正
化
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
今
の

権
限
委
譲
や
人
口

増
加
に
伴
う
事
務

量
の
増
大
、
一
括
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く
わ
け
で
す
か
ら
、
十
三
行
政

区
か
ら
実
行
委
員
以
外
の
方
も

派
遣
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
配

慮
に
欠
け
て
い
た
の
で
は
な
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①
町
長
の
方
か
ら

次
年
度
の
一
括
交
付

金
を
活
用
し
て
可
能

性
調
査
が
実
施
で
き

な
い
か
検
討
し
て
く

れ
と
あ
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
中
で
試
算

を
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
②
一

般
財
源
か
ら
の
負
担

に
つ
き
ま
し
て
は
、

ト
ー
タ
ル
的
に
赤
字

に
な
ら
な
い
事
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
お

り
、
町
民
の
利
便
性
や
福
祉
の

向
上
な
ど
を
考
慮
し
た
試
算
を

六
百
九
十
万
七
千
円
、��

郵
送
料
、
備
品
購
入��

・
消
耗
品
等
の
雑
費

で
三
十
九
万
七
円
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。��

大
正
区
か
ら
は
経
費��

負
担
と
し
て
百
五
十��

万
円
を
受
け
入
れ
て

お
り
、
な
お
大
綱
及

び
道
具
の
輸
送
費
は

大
正
区
が
負
担
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

�•�±�^�»

　

町
民
の

綱
で
あ
る
大
綱
が
行
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ク
レ
ー

ム
対
応
、
正
職
員
、

そ
の
職
務
の
重
さ
に

つ
い
て
認
識
を
改
め

る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？
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臨

時
職
員
で
対
応
し
て

い
る
こ
と
に
関
し
ま
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交
付
金
を
含
め
、
今
後
議
論
し

な
が
ら
勧
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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平
成

二
十
三
年
度
の
基
金
残
高
は

財
政
調
整
基
金
が
十
四
億
、

減
債
基
金
が
一
億
、
特
定
目

的
基
金
が
六
億
、
総
合
計

二
十
一
億
五
千
八
百
八
万
円
の

積
立
額
と
な
っ
て
お
り
、
こ

こ
毎
年
積
立
を
行
っ
て
い
る
。

安
易
な
基
金
の
取
り
崩
し
を
行

わ
ず
財
政
運
営
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。

与那原大綱曳
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平
成
二
十
三
年
度
決
算
審
査

に
お
い
て
、
与
那
原
町
議
会
で

は
、
計
十
八
箇
所
に
わ
た
る
工

事
現
場
箇
所
を
視
察
。

　

主
な
箇
所
と
し
て
、
御
殿
山

東
浜
線
橋
梁
下
部
工
事
に
つ
い

て
担
当
課
か
ら
進
捗
状
況
等
の

説
明
を
受
け
た
。
工
事
の
内
容

は
、
御
殿
山
青
少
年
広
場
と
東

浜
地
区
を
結
ぶ
人
道
橋
で
平
成

二
十
五
年
度
末
を
目
途
に
供
用

開
始
の
予
定
。
こ
の
人
道
橋
の

完
成
に
よ
り
、
東
浜
地
区
か
ら

与
那
原
小
学
校
へ
の
児
童
の
通

学
安
全
確
保
・
通
学
時
間
の
短

縮
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
東
浜
に
あ
る
シ
ン
ボ

ル
緑
地
内
に
入
り
、
担
当
課
か

ら
説
明
を
受
け
た
。
シ
ン
ボ
ル

緑
地
内
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

建
設
、
平
成
二
十
五
年
度
よ

り
、
供
用
開
始
の
予
定
。
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
完
成
に
よ
り
、

住
民
の
健
康
維
持
に
つ
な
が
る

だ
け
で
な
く
、
町
外
の
方
や
観

光
客
の
誘
致
も
期
待
で
き
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
板
良
敷
沿
岸

線
交
差
点
改
良
工
事
、
与
那
原

東
小
学
校
校
舎
建
替
え
工
事
、

幹
線
一
号
線
交
差
点
改
良
工
事

等
の
現
場
を
視
察
。

平
成
二
十
三
年
度
与
那
原
町
内

工
事
実
施
箇
所
現
場
視
察

　

十
月
十
四
日
、
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
に
抗
議

し
、
撤
回
を
求
め
る
与

那
原
町
民
大
会
が
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
。
町
民
代
表
が「
配

備
は
到
底
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
」
な
ど
と
決

意
表
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
町
議
会

で
は
普
天
間
基
地
の
野

嵩
ゲ
ー
ト
前
へ
向
か
い
、

座
り
込
み
を
行
っ
た
。

各
議
員
が
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
に
反
対
す
る
強
い

思
い
を
込
め
、
基
地
に

向
か
い
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰

り
返
し
、
約
二
時
間
に
わ
た
る
抗

議
活
動
を
終
え
た
。

　

町
民
大
会
を
終
え
た
二
日
後

の
十
月
十
六
日
に
、
米
兵
に
よ

る
集
団
女
性
暴
行
事
件
が
発
生

し
、
県
内
、
国
内
に
衝
撃
を
与
え

た
。
与
那
原
町
議
会
で
は
十
月

十
九
日
に
臨
時
議
会
を
開
き
、

今
な
お
改
ま
ら
な
い
米
軍
・
米
兵

の
不
祥
事
に
激
し
い
憤
り
を
感
じ

る
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
「
米
兵
に

よ
る
集
団
女
性
暴
行
事
件
に
対

す
る
意
見
書
」
及
び
抗
議
決
議

を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　

そ
の
日
の
午
後
に
当
町
議
会

議
員
は
在
沖
米
国
総
領
事
の
方

へ
足
を
運
ん
だ
。
抗
議
決
議
文
を

直
接
手
渡
し
た
際
に
、
被
害
者

へ
の
謝
罪
と
完
全
な
補
償
を
求

め
、
米
軍
人
・
軍
属
等
の
綱
紀
粛

正
を
徹
底
し
、
事
件
・
事
故
の
再

発
防
止
へ
の
対
策
を
行
う
よ
う
強

く
訴
え
た
。

米兵による集団女性暴行事件に対する抗議決議

去る１０月１６日、沖縄本島中部において、米海軍兵士２人に
よる集団女性暴行事件が発生した。県警によると１６日未明に
米兵２人は後ろから女性を襲い、人目がない道路わきに引きづ
り暴行したとして、集団女性暴行致傷事件で逮捕・送検された。
　去る８月１８日にも、在沖米海兵隊員が那覇市の住宅街で女
性への強制わいせつ致傷容疑で逮捕されたばかりで、２か月の
間に立て続けで発生した卑劣極まりない蛮行に対して、県民か
らは激しい怒りと憤りが噴出し、絶対許されるものではない。
また、今回の事件は、１９９５年９月の「米海兵隊員３人によ
る女子児童暴行事件」を想起させ、県民に強い衝撃と不安を与
えている。
　復帰後、在沖米軍人・軍属等による犯罪事件数は平成２３
年度末時点で５，７４７件にのぼり、ことあるごとに本町議会
は、米軍当局や関係機関に対し厳重に抗議し、綱紀粛正の徹底
と再発防止策を要求してきた。特に１９９５年の女子児童暴行
事件の際には、８万５千人の県民が結集して超党派の県民総決
起大会が開催され、大規模な抗議行動が行われたにもかかわら
ず、今なお改まらぬ米軍及び米兵の体質に激しい憤りを禁じえ
ない。
　このような度重なる事件・事故の発生は、米軍の再発防止策
の弱さと日米地位協定の運用改善のみでは対処できない現実を
示すものであり、沖縄県民の尊厳をどこまで踏みにじるのか、
沖縄は米国の植民地でないことから、改めて抜本的な解決策を
求める必要がある。
　よって、本町議会は、今回の暴行事件に関し米軍当局及び関
係機関に対して満身の怒りを込めて抗議するとともに、県民の
生命、財産、人権を守る立場から下記事項の実現を強く要求
する。

記
１．被害者への謝罪と完全な補償を行うこと。
２．米軍人・軍属等の綱紀粛正を徹底し、事件・事故の再発防
止の実効ある対策をとること。
３．日米地位協定の抜本的な見直しを図ること。
　以上、決議する。

平成２４年（2012年）１０月１９日
沖縄県与那原町議会

あて先 米国大統領、米国国防長官、米国国務長官、駐日米
国大使、在日米軍沖縄地域調整官、在沖米国総領事

与那原町議会 怒りの抗議活動

青少年広場と東浜を結ぶ人道橋視察

パークゴルフ場建設予定地視察

米国総領事館前


